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２Ｅ１５ 

高等専門学校の社会連携から生まれるイノベーション 

 

 
○澤浦文章（国立高等専門学校機構／筑波大学大学院） 

 

 

 

１ はじめに 
高等専門学校（高専）は、１５歳から２２歳ま

での学生に対して工学教育を実施する高等教育機

関である。また、高専は、大学や公設試とは異な

る特徴を持った研究機関として、様々なアクター

との連携を行っており、日本のイノベーションシ

ステムを豊かなものにしている。 
本報告では、全国高専の教員を対象としたイン

タビュー調査から、産学官に限らない、幅広い社

会のアクターとの連携（社会連携）を通じた研究

機能の発展的拡張や深化について検討する。 
 

２ 先行研究 
報告者らは、高専における社会連携を、高専で

行われている教育の側面から検討してきた。 
例えば、高専における工学教育のなかで、エン

ジニアリングデザイン教育に関する先行文献調査

から、高専における工学教育の発展可能性につい

て探索した（加藤・澤浦,２０１３）。そこでは、

分野を超えた複数の知識やスキルの要求や、実社

会でのテストの組み込みによって、教育の質的向

上が期待でき、それらの萌芽が現在の教育現場で

みられることを紹介した。 
また、コーオプ教育と呼ばれる、企業での就業

体験と高専での通常学習を反復する教育を通じて、

高専と企業との関係の深化について検討した（澤

浦,２０１４）。 
本報告では、高専の研究機能に着目しつつ、高

専の社会連携から生まれたイノベーションを検討

する。 
   

 
 
３．インタビュー 
 全国高専の教員のうち、特色ある研究活動を行

っている５名を対象としたインタビューを実施し

た。対象者は図１に示すとおりである。実施方法

は、平成２５年７月から８月にかけて、対面また

はウェブを通じた会議システムを利用し、それぞ

れ４５分から７５分程度で実施した。半構造化面

接法で実施したが、本研究が社会連携に着目して

いることから、インタビュー対象者の行っている

様々な活動に関連した繋がりの生成過程、現在の

成果と高専に在籍していることとの関連性に焦点

を当て、インタビューを実施した。 

 

図１ インタビュー対象者 

 

３－１ Ａ氏事例  

Ａ氏は、企業との共同研究によって、フッ素の

不溶化剤の商品化に寄与し、その過程で幅広い連

携を生み出したことが評価され、モノづくり連携

大賞の特別賞を受賞している。共同研究のきっか

けは、Ａ氏の研究実績を当該企業がウェブで見て

Ａ氏に接触したところからはじまる。当初、Ａ氏

は人口骨に関する研究を行っていたが、今後、フ

ッ素の不溶化技術が注目されることをアドバイス

対象者 職位・専門分野・高専所在地 
A氏 教授・化学系・富山県 
B氏 教授・情報系・三重県 
C氏 准教授・体育・富山県 
D氏 教授・化学系・山形県 
E氏 教授・機械系・岩手県 
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され、機能性材料の開発に取り組んでいた。フッ

素の不溶化剤の研究につながる廃石膏ボードリサ

イクルの研究は、Ａ氏が指導していた学生の卒業

研究のテーマとして行っていたものであり、また、

技術の核となる反応の実現には、指導学生の実験

成果が生かされていた。商品化に向けた連携の過

程では、資金の交付元が主催する講座で、広報の

方法や、企業への売り込み・交渉について学ぶこ

とができたという。商品化後は、フッ素の不溶化

技術を他分野へ展開するために、現在関係機関を

交えて検討を行っている。 

 

３－２ Ｂ氏事例 

Ｂ氏は、様々なプログラミングコンテストで成

果を出す学生を輩出している。その一方で、Ｂ氏

自身の研究でも視覚障害者への学習支援システム

の開発を継続して行い、スポーツトレーニングの

支援システムや害獣遠隔監視・捕獲システムの開

発等を行っている。それぞれの開発のきっかけは、

各種プログラミングコンテストの学生の成果をベ

ースに研究に発展させたものや、Ｂ氏の個人的な

アイデアから派生したものまで様々である。Ｂ氏

は、自分自身が全面的に関与するものから、アド

バイスを与えて方向性を示すものまで、複数のプ

ロジェクトを管理している。また、プログラミン

グコンテストなどの教育活動や、地域の課題解決

に寄与するシステム開発が、広く知られるところ

になり、地域周辺の公的機関やマスコミなどから

の問合せや人の紹介を通じて、繋がりが連鎖し、

新たなプロジェクトに派生しているという。 

 

３－３ Ｃ氏事例 

Ｃ氏は、体育を専門にしており、高専着任前は

特別支援学校の教師として、障害を持った児童の

健康管理に関心を持っていた。高専就職後も、対

象児童の身体活動量の計測を中心とした研究を行

っていたが、ある年度に、特別支援学校をフィー

ルドとした高専のＰＢＬ授業（学生達が、現場で

問題を発見し、ものづくりによって問題解決を行

う授業）を実施する機会があった。Ｃ氏が元々持

っていた問題意識と、学生のものづくり課題が合

致し、ものづくり面で指導をしていた情報系を専

門とする高専教員の協力により、身体活動量の測

定アプリ開発の共同研究が始まった。後に、この

取組みを、毎年実施される高専教育フォーラム（年

１回全国高専の教職員が一同に介し、教育・研究

の発表・意見交換・交流を行う催し）で報告した

ところ、他高専の教員に声をかけられ全国規模の

研究開発プロジェクトに参画することとなり、現

在も企業と組んでアプリの商用化も視野に入れた

開発を進めている。 

 

３－４ Ｄ氏事例 

Ｄ氏は、紡績メーカーを退職後に高専に就職し

た。企業では市場性やコストの関係で行えない面

白い研究をやりたいために転職したという。現在

ではイオン液体の合成や評価、新たな利用法を探

索する研究を行っている。高専着任当初は、学生

の生活指導、部活動の顧問、学寮の当直など高専

特有の業務のため、高専で研究を行うことへの厳

しさを感じた時期もあったが、大学のトップサイ

エンティストの基礎研究志向と、多くの外部資金

が、研究における出口を見据えた研究戦略を求め

るようになったことにより、高専が実用化に近い

領域を研究することに活路を見出したと語る。現

在まで、Ｄ氏を中心とする研究グループで多くの

研究成果を生み出している。ごく限られているが、

学生でも、在学中にＤ氏の研究グループに寄与で

きるような能力ある人材も輩出されるという。Ｄ

氏が所属高専内での整えた、擬似的な講座制とい

えるような研究組織の仕組みを、今後は他の高専

にも展開していることを図っている。 

 

３－５ Ｅ氏事例 

Ｅ氏は、自動車メーカーで四輪駆動の機構の開

発者として長く従事していたが、家庭の事情によ

り出身地に近い高専に就職した。Ｅ氏は、自身が

開発した四駆の機構に関する研究を継続していた
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が、同時に、Ｅ氏開発の機構も組み込んだ地元産

の車作りを目指し、地域企業に呼びかけたが実現

には至らなかった。その折に、知り合いのモータ

ージャーナリストからフォーミュラカーの学生大

会へエントリーを勧められた。車作りには、学生

自身による資金調達・部材確保のための企業訪問

が必要とされていた。学生たちが作製する車に自

身の機構を搭載し、学生の車づくりの取り組みが

マスコミや地域産業界に知れ渡ることで、同時に

自身の研究成果も周知されることとなった。学生

たちがコンテストを通じて社会との接点を多く持

つことで、Ｅ氏の当初の思いを実現するための機

運が高まりつつある。 

 

５．考察 

Ａ氏の事例は、典型的な産学連携の事例に近い

ものの、ニッチな分野（化学系で石膏ボードリサ

イクルに取り組むのはめずらしい）をＡ氏主導で

企業や関係団体を巻き込み、情報発信の仕方や企

業との交渉を、資金交付機関の提供するプログラ

ムで学びながら、開発を志向して関係者の連携を

調整していった点で特徴的である。 

Ｂ氏・Ｃ氏・Ｅ氏の事例は、教育プログラム（コ

ンテスト・ＰＢＬ）を通じた、新たな繋がりの創

出事例と言えよう。 

Ｂ氏は、身体活動量の計測による健康管理の専

門家であるが、Ｂ氏を軸として情報系の学生や専

門家、企業を巻き込み、新たな価値を創出してい

った。その創出の過程で、Ｂ氏が高専に在籍して

いることは本事例の実現への要因の一つと言えよ

う。高専教育フォーラムを通じた、繋がりの創出

と研究ネットワーク参画の過程は、弱い紐帯の強

さの議論(Granovetter,1973)を想起させる。 

一方、Ｃ氏の事例は、様々なコンテスト参加の

学生や、Ｃ氏自身の研究関心から、開発の方向づ

けを定め、繋がりが拡大していく事例であった。

Ｃ氏が様々なプロジェクトについてビジョンを示

し、最終的に実現できるよう収斂させていく過程

が特色的である。 

Ｅ氏の事例は、教育プログラムを通じて、自身

の研究成果のアピールと、地域企業で車作りをし

ようとするＥ氏の当初の目的を達成するための環

境の醸成に寄与している点が興味深く、学生を軸

とした地域のアクターとの連携が相乗的な効果を

生んでいる。学生のコンテスト参加を通じた地域

企業・公的機関と高専の関係性の変化は、スウェ

ーデン・ルンド大学を事例とした研究(Benneworth 

et al.,2009)のなかで、地域イノベーションシス

テム（ＲＩＳ）における大学の役割が、ＲＩＳの

深耕、拡張、統合と変遷する過程との類似を思わ

せる。 

また、教育を通じた繋がりの創出の例として、

カナダ・ウォータールー大学のＣＯＯＰ教育の事

例があるが（Bramwell& Wolfe, 2008）、本報告の

ように学生が、具体的な新たな価値を生み出すと

ころまで言及されておらず、Ｂ氏・Ｃ氏・Ｅ氏の

事例はより踏み込んだ価値創造のケースと言えよ

う。 

Ｄ氏の事例はＡ氏に近いが、意識して大学など

の先端的な研究を行っている機関と共同して研究

することが特徴的であり、Ｄ氏は、開発寄りの志

向をもった研究を高専の組織として実施すること

に尽力している。Ａ氏やＤ氏のような本格的な研

究の事例に、多くの学生が関与することは難しい

ものの、両氏の研究が、市場と基礎研究の間を結

びつけ、開発のマインドを持つ環境で学生が研究

を行っていることは特徴的である 

また、どの事例においても、程度の差はあれ、

共通して開発志向の研究や、開発マインドのある

学生育成に寄与している事例と言うことができる

だろう。 

 

６．おわりに 

 本報告では、５つの事例を取り上げたに過ぎな

いが、高専が関わるイノベーションの特徴がいく

つか見えてきた。すなわち（１）ニッチな領域に

焦点をあてていること、（２）教育プログラムや学

生が関連していること（３）開発志向・開発マイ
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ンドを持った研究であることの３点である。また、

イノベーションを創発する社会連携には、多様な

パターンがありうることも明らかになった。 

開発志向の研究や教育研究は、一般的に評価さ

れやすい学術論文になりにくい。そのために、高

等教育機関・研究機関としての評価を定量的に計

測する際、高専の評価が難しくなる傾向があるだ

ろう。しかし、現在の評価と別視点で高専を観察

することによって、日本のイノベーションにおい

て注目されなかった側面が明らかになるかもしれ

ない。様々な新たな結合を生み出す高専を通じた、

日本のイノベーションの多様性を引き続き観察し、

高専の機能について、今後もより深く検討してい

きたい。 
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